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多くの借物種子は登熱中から休眠状態に入り，成熟後日時の経過とともに逐次休眠から
さめて常温でよく発芽しうるようになる.以前にはこの原因を未熟の匪が種子の登熟後遅
れて成熟することによると考え， 後熱性とよんだ(近藤1933)，この特性は野生の植物に
とってしばしば種の維持保存上重要であるとみなされている.しかし作物の場合は事情が
多少ともこれと異なる.一般に作物種子は近縁野生種の種子より休眠が浅い.ことに殺培
の都合とか発芽粒の直接利用のため収穫直後から斉ーかつ高率の発芽の望ましい場合に
は，休眠のないことが有利である.しかし，逆にこのような種子は成熟期のころ降雨にあ
っていわゆる穂発芽を生じ，収穫物の品質と収量の低下をもたらすので，このような場合
には種子の休眠の深い方が有利であるといえる.したがって，自然および人為淘汰の結果
それぞれの地域の気象および耕種条件とか栽培目的に適合した種子の休眠性程度を示す品
種が実用に供せられているのが現状であると考えられる.
大変や小麦は，日本や韓国においては梅雨期をひかえて成熟に達するので，多少とも穂
発芽の被害を免れない.新品種育種に際してこれらの穀類の穂発芽が注目されはじめたの
は日本の小麦育種組織の拡大強化された 1930年代以降のことである. すなわち，和田 ・
秋浜(1934)，秋浜(1936)，近藤，一色，寺坂(1936)，近藤，高橋，寺坂(1937，1938) 
らは小麦について休眠性の品種間差異と品種の地理的分布，その検定法，降雨時の収穫物
の取扱法などについて報告している.これを契機として，この特性は小麦育種上必要な調
査項目の一つに加えられるようになった.
大麦種子の休眠あるいは穂発芽性の研究はこれより少し連れて山本(1950)により始め
られた.同氏は日本各地産の皮麦および裸麦品種190を用い，休眠性の品種間差異，未熟
粒の発芽力， 休眠性と形態的特性との関係などについて詳しい調査を行なっている. ま
た金基駿(1963)も日本および韓国の大麦と小麦について同様の研究を報告している.
Ogawara and Hayashi (1964)は， 大麦の育種や研究上世代促進をするための一つのネ
vクをなす休眠を打破する方法を見出すため野生大麦 Hordeumspontane~仰を材料にし
て生理学的研究を行なった.なお，最近では，稲が早期栽培されるようになり，これに伴
って稲の穂発芽が問題となりつつあり，池橋(1967，1968)は穂発芽しない稲品種育成の
ための基礎研究を報告している.
この研究は世界各地域の大麦品種の特性調査の一環として，とくに東アジアの地核の材
。JIBPに対する文部省特定研究費による業績
わ韓国水原作物試験場
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料を主とし，その他の地域のものをそれぞれ少数ずつ加え，これらの品種の収穫後におけ
る種子休眠性に関する知見を得る目的で行なった.ところで，この種の調査では一度に多
数の材料を取扱うことが困難であるから，年次や場所を異にして試験せざるを得なくな
る.しかし以前から知られているように，同じ品種でも生育中の気象条件，収穫後の貯蔵
状態，種子の水分，発芽温度，収穫後の日数などにより発芽歩合は著しく異なる.したが
って，こうした困難をできるだけ排除して種子の休眠性を統一的に評価，表示する方法を
考える必要がある.最近では国際生物学事業計画(1.B. P)の仕事のうち，動植物の生殖
質の保存に関する研究， とくに生殖質の特性調査に関連して， このことが一層痛感され
た.それゆえ.この実験で得た成績を利用してこの問題についても検討を加えた.
この実験結果のとりまとめに当札冨久保男氏の御助力を得た.記して謝意、を表する.
東アジアを中心として世界各
地域から集められた大麦品種の
種子休眠性調査は1966および 地
1968年に行なった.地域毎の
供試品種数は皮練別に第1表に
示されている.これらはし、ずれ
も当研究所で系統保存用として
栽培しているものの中から任意
抽出したものである.この両年
の材料には重複したものは含ま
れていない.第1年目はネパー
ル，印度のものが，第2年目は
日本と韓国のものが重点的に選
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両年を通じ，各品種の出穂期
を記録しておいて， いずれも出穂期から35日目に必要数の穏をつみとり. 2日間350C
で乾風乾燥し脱粒した.そして第1年目の材料はそれぞれハトロン紙製の封筒に入れ，実
験室内に貯蔵した.一方，第2年目の材料はプラスチック製の密封できる筒内にツリカゲ
ルとともに封入し，これを 150Cに保存した.なお第2表に示すように，各品種とも収穫
後40日の種子の一部および収穫後70日の種子の一部をそれぞれハトロン封筒にとりわ
け， 前者は350Cに， 後者は300Cに保存して貯蔵温度の影響を比較する材料に供した.
発芽試験はどれも各品種50粒ずつの2区制とし.9cmのシャーレにろ紙1枚を敷き，
これに5mlの蒸溜水を加えて播種.250Cの恒温器中においた.貯蔵および発芽試験にお
ける温度の変動はごく僅かであった. 発芽数はいずれも毎日調査し. 置床10日間で調査
を締切った.試験区分とその条件，発芽調査期(採種後の日数〉は第2表にまとめて示さ
れている.
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第 2表 発芽試験の区分とその実施要領
試駆問|開条件|発組度| 発 芽 試 験 期 〈採種後の日数)
第1回(1966) 室温 250C 10日 25日 40日 60日 (1∞日〕・
第2回(1968)A 150C 250C 10日 25日 40日 初旬ー 115日
" B 300C 25
0C 1∞日 115日
1 C 35Q C 250C 一一一→70日
* 24時間低温処理後150Cで発芽試験
実験結果と考察
1. 第1実験 (1966)の結果の概要
この実験にはネパールと印度の品種を主材料として，この地域に隣接する西南アジア，
中国，満州の品種を加えた158品種を用いた.そのうち，ネパールと印度の品種に関する
試験結果の概要はすでに報告した (Takahashiet al. 1967)が， ここにはそれらをもふ
くめて記すこととする.品種数が多数にのぼるので， 簡単のため，採種後10日， 25日，
40日および60日における各地域別品種群の平均発芽歩合を計算し第3表に示した.なお，
第 3表 東亜各地域の大麦品種の試験期別平均発芽歩合および一日当り
平均発芽歩合上昇率(b):第1実験(1966)の結果
Z均発芽合 上発1芽日昇歩当率合り 矯1種∞後日柿発芽試験日(採種後の日数)*地 域 品種数
10日 25日 40日 60日 b 
'‘ 皮'‘ '‘ '‘ '‘ • 印 度 9 15.∞ 12.89 17.56 40.∞ 21.36 0.59 82.33 
ネバール 43 28.72 42.72 56.93 68.77 49.28 0.83 92.56 
満 州 12 43.17 64.58 69.08 75.75 63.15 0.70 94.67 
中国本土 25 11.20 18.04 41.80 67.20 34.56 1.18 98.∞ 
西アジア 14 30.95 45.86 61.43 73.72 52.99 0.86 93.36 
塑 'E ネ パ ール 41 64.44 84.10 93.44 97.56 84.88 0.62 98.51 
中国本土 12 36.08 52.42 88.33 99.33 69.04 1.36 99.67 
西ア ジ ア 3 87.33 94.∞ 89.67 90.∞ 90.25 0.04 95.∞ 
-発芽温度 250C
神 24時間低温処理後15。で発芽試験
これらの材料の休眠を終って後の発芽能力をしらべる目的で，採種後およそ 100日に達し
たころ，種子を吸水させて 24時間20Cの低温にさらして後 150Cで発芽試験を行なった.
その結果は第3表の最後の欄に示されているように，印度の材料を除く他の地域の品種の
ほとんどすべては93%以上の発芽歩合を示し， いずれも高い潜在発芽力を持っているこ
とを示した. 印度の品種はこの結果では82克程度の発芽歩合に止まったが， これはおそ
らく休眠性が残っていたことによるもので，他のものと同様に，発芽力は十分高いもので
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あったと考えられる.
第3表から次のことがたやすく指摘できる. 1)裸麦は皮麦にくらべて明らかに休眠が
浅い.2)地域によって休眠性に著しい違いがある. 皮麦では，印度，中国本土の品種が
もっとも休眠の度が高く，ネバールと西アジアの材料は中位で，満州のものがもっとも低
い. 3)とくにこの結果で興味のあるのは，中国本土の品種は皮麦も裸麦もともに， 他の
地域のものにくらべて，収穫後の日数の経過にともなう発芽歩合の上昇率が高いことであ
る.なお，この発芽歩合の上昇のしかたは地域により異なり，概していうと.発芽歩合中
位のものは直線状であるが，発芽歩合の高いものは収種後早い時期に上昇し， 40日以後に
第 4表 A 皮表 世界各地波別品種の平均の発芽状況
地域 試験 発芽試験日(接種後の日数〉 i夢弘襲撃杢発
(品種数〉 区分 10日 25日 40日 間日 85日 削 lmZ?弄歩合芽歩合
日本1¥(150) 20.42 28.59 33.63 40.80 一一$4.05 O. 30 38. 90 97.鈎
車章
(59) B (30つ (40.80) 61.12 81.51 87.03 1.06 76.55 
(53) 
C(35つ (33.63) 88.81 
国1¥(150) 30.94 41.89 45.60 53.06 一一 68.53
B(30つ (53.06) 70.87 82.15 88.36 
C(35つ (45.60)ω.30 
1.84 
0.33 52.13 97.42 
0.77 80.46 
1.47 
満州1¥(150) 39.50 53.42 56.∞59.17 - - 66.67 0.22 57.08 96.92 
(12) B (300) (59.17) 71.50 84.25 90.50 0.71 82.08 
C (350) (56.∞) 91.42 1.18 
中国本土1¥(13つ 6.21 9. 86 10. 57 13.∞ 一 一 21.36 O. 13 13. 57 96. 79 
(14) B(30つ(13.∞) 33.∞ ω.71 73.43 1.39 55.71 
C (350) (10.57) 70.07 1.98 
ネパール1¥(15つ 6.67 16.17 19.33 31.67 一 一 44.∞ 0.35 28.50 96.∞ 
(6) B (300) (31.67) 38. 17 78. 50 87. 67 1. 39 68. 1 
C (350) (19.33) 81. 67 2. 10 
印度1¥(15つ 5.75 6.75 9.75 1.∞一一 21.50 0.15. 12.50 96.25 
(4) B(30 く1.∞) 18. 25 70. 25 81.∞ 1.75 56.50 
C(35つ (9.75) 25. 50 0.53 
トルコ1¥(150) 15.74 19.84 25.58 27.63 一 一 39.63 0.22 27.95 96.58 
(19) B (300) (27.63) 39.79 62.84 75.63 1.11 59.42 
C (350) (25.58) 74.26 1.60 
欧州1¥(150) 30. 95 42. 05 47. 25 49. 15 一一 59.25 O. 23 49.回 96.35
(20) B(30つく49.15) 60. 90 84. 85 93.∞ 1.04 79.56 
C(350) (47.25) 92.85 
エチオピア 1¥(150) 91.67 95.∞ 94.67 94.92 
(12) C(35つ (94.67)98.50 
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1.52 
95. 75 O. 03 94. 67 98. 67 
0.13 
はゆる〈なるに反し，発芽歩合の低いものはむしろ後期に急上昇する傾向があるようで，
必ずしもつねに直線状に上昇するとはいえないようである.しかし，これを度外視して一
応直線とみなし，毎日の発芽歩合の上昇割合，すなわち，収穫後の日数に対する発芽歩合
の回帰係数を求め，第3表に示したが，この数字は上述の中国の大麦の発芽上昇が他のも
のより急激であることをたやすく理解させるであろう.
2. 第2実験(1968)の結果の概要
第2実験では日本と韓国の品種を主とし.これらに満州，中国本土.ネバール，印度な
ど東アジアの地域やトルコ， 欧州， エチオピアなど旧大陸各地の材料それぞれ1O~20 品
種ずつを加えて供試した.この実験の前回のと異なる点は，上述の材料の違いのほか，採
種後の種子の貯蔵温度を150Cに規整して密封貯蔵したことおよび収穫後40日の材料の一
部を350Cに30日間，また70日後の材料をその後45日間300Cに貯えて試験したことで
ある.第4表Aにはこれらの地域別皮表の，同B表には裸麦の，各発芽試験期日に矯種調
査した発芽歩合の平均値と各貯蔵期間における発芽歩合の上昇率(b).およびこのbにも
とづいて計算した全試験期間中の平均の発芽歩合がそれぞれ示されている.なお第l図に
は第3表Aに示した皮麦品種群の地域別発芽歩合の上昇の様子が図示されている (350C
貯蔵の試験成績を除く).
第 4表 B 裸麦 世界各地域別品種の平均の発芽状況
地域試験
(品種数〉 区分 10日 25日
1日当四品
会話十一最大発
日 書bZ要害芽歩合
加量
発芽試験日 (採種後の日数〉
40日 70日 85日1∞日
日本 A 20.69 27.94 34.69 47.41 一一 70.68 0.47 44.94 99.56 
(32) ・ B (47.41) 83.41 97.03 98.53 1.13 92.99 
c (34.69) 98.16 2.10 
弱国 A 23. 77 31. 82 38.14 46.95 ー- 60.∞ 0.33 44.32 99.27 
(22) B (46.95) 72.82 92.82 96.73 1.13 87.46 
C (38. 14) 97. 50 2.∞ 
中国本土 A 22.39 26.06 30.50 41.94 一 一 51.06 0.28 46.71 99.56 
(18) B (50.19) 73.89 92.33 98.61 1.09 98.∞ 
C (40.33) 99.17 1.96 
チベット A 95.33 98.67 99.33 99.67 
(3) C (9.泊)98.14 
1∞.∞ 0.36 99.00 1∞. 
0.07 
ネパール Aω.83 5. 67 72. 83 85. 33 一 一 99.83 0.48 78.17 1∞. 
(6) B (85.33) 94.67 9. 67 9. 67 0.33 98.∞ 
C (72. 83) 9.お
欧州 A 78.∞96.∞9.∞1∞. 
(1) C . (9.∞) 9.∞ 
エチオピア A 97. 14 98. 57 98.71 9. 29 
(7) C (98.71) 98.14 
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収穫後の日数(発芽試験期)
第1図 世界の各地域別品種群の，収穫後10日から115日における 150C (太
線〉および300C(細線〉貯蔵種子の平均発芽歩合
記号:J=日本， K=韓国， C=中国本土， M=満州， N=ネパー ル
1=印度， T=トルコ， ER=欧州とソ連， E=エチオピア
第4表Aおよび第1図によると，休眠の程度は地域によって著しく異なり， 中国，印
度， ネパールはもっとも深く， 10日後の発芽歩合は5-6%程度に止まる. そして， ト
ルコ，日本，韓国，欧州，満州、|のものがこれらに続き，エチオピアの品種はほとんど休眠
性をもたず，すべて収穫10日以後90%以上の発芽歩合を示したことが注目される.そし
て，第1回の実験結果と異なり， 150C貯蔵の場合には， 収穫後の日数の経過にともなう
発芽歩合の上昇は極めてゆるやかで， 115日後でも 15""'30%の上昇に止まった.しかし，
300Cに貯蔵した場合にはどこの地域の品種も発芽歩合が急上昇し， 45日後には， 2， 3の
地域のものを除き 90%に近い発芽歩合を示した. さらに 350C貯蔵は僅か30日間行なっ
たにもかかわらず， 印度とトルコの材料を除き， いずれも 70%以上の発芽歩合を示すよ
うになった.この結果の示すもう一つの特徴は，第1図の如く発芽歩合の上昇がほとんど
直線的に起っていることである.これらの事実は貯蔵中の温度が休眠性に著しく影響し，
高温ほど休眠打破に有効であることおよび恒温状態で貯蔵した種子はそれぞれの品種に固
有の速さでほぼ直線的に失われてゆくことを明示している.
3. 種子休眠性の評価方法について
収穫後間もない種子は普通の発芽条件では発芽歩合が低く，かつ，発芽も一斉に起らな
いのが特徴である.したがって，従来品種の休眠性程度を評価するには，多くの品種を同
一季節中に採種し，採種後一定の時期， たとえば収穫直後とか 10日後に発芽試験を行な
い， それらの発芽歩合や平均発芽日数の多少， あるいは， 前者を後者で害。った発芽係数
(Gasnerの Wertungszahl)の大小に基づいて行なってきた.しかし平均発芽日数は毎
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日の発芽数調査の際発芽の認定について個人差や誤差を生じやすい.またとくに大変の場
合には，裸麦の方が皮表よりも発芽の認定がたやすいので，両者の聞に平均発芽日数の違
いを生じる危険がある.それゆえ，ここでは発芽歩合だけを取扱うこととした.
それにしても，収穫後ある一定の時期に行なう唯一回だけの発芽試験結果から品種の休
眠性程度を推測することには問題がある.これは同じ一群の材料を用いた場合でも，発芽
試験の時期によって品種の比較的な順位が変ってくるからである.山本(1950)は，大麦
の成熟直後と 15日.30日後の材料を用い試験した結果， 品種の発芽歩合の聞には次のよ
うに低い相関係数しか見出きれないことを報告している.
成熟当日と 15日後の発芽歩合:+0.460 
成熟当日と 30日後の発芽歩合:+0.327 
15日後と 30日後の発芽歩合:+0.345 
また高橋(未発表〉が1942年に行なった収穫後10日と 40日後の発芽歩合の相関やこの実
験の結果でも同様のことが認められた.したがって品種固有の休眠性の程度を示す尺度と
しての発芽歩合は唯一回の試験結果よりも収穫後ある期聞にわたり数回の試験を行ない.
それらの結果の平均を用いる方がより適当であると考えられる.
上述の試験時期を異にした発
芽試験結果の聞の相関の低いこ
とは，明らかに発芽歩合の上昇 岡 0.7
率が品種によって可なり異なる
ことによる.この発芽歩合上昇
率は休眠からのさめ方，いわゆ
る後熱の進行速度を意味するも
のであるから，休眠に関連あ
る，発芽歩合とは別の品種固有
のl特性と考えることができ
る.そしてそれは，上述のよう
に収穫後のある期間中に数回の
試験を行ない，その結果から求
めた採種後の日数に対する発芽
歩合の回帰係数によって示され
る.
この回帰係数はそれが小さけ
ればそれだけ休眠の解消がゆる
やかで，発芽抑制が持続的に強
〈働いていることを示す価であ
ると考えると，発芽歩合とこの
回帰係数との聞には正の相闘が
あるように一応は考えることが
できる.しかいいま実際に両
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第2図種々の品種の種子の収穫後10日から15日まで
150C貯蔵の場合(上〉および70白から15日ま
で300Cで貯蔵した場合(下〉の発芽歩合上昇率
(b)と15・C貯蔵区の理論的平均発芽歩合との
関係〈調査全品種中から1/5を任意抽出〉
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者の関係をしらべてみると，調査品種中から任意的にとった約1/5の品種の場合を例示し
た第2図にも一見明らかなように，第2実験のA (150C貯蔵区)の場合には発芽歩合が
50%以下のものでは予期のように正の相関 (r=+0. 66紳〉が認められたが， それ以上の
発芽歩合を示す品種の聞では明らかに負の相関 (r=ー 0.52紳〉がある. さらに 300C貯
蔵区の場合には，両者の相聞は，平均発芽歩合の多少とは無関係に，つねに負の相関 (50
%以下のものでーO.7げて 50%以上のものでーO.78榊〉が認められた.
これには次のような理由がある.この日数に対する発芽歩合の回帰係数の大きさは，休
眠解消の遅速とともに，実験当初における発芽歩合の多少そのものによってもきまるもの
だからである. いま仮に二つの品種が収穫一定期間後に丁度100%発芽するものとすれ
ば，当初の発芽歩合の高いものは低いものにくらべてそれだけ回帰係数は小さくなる筈で
ある.この当初の発芽歩合に応じて変化する回帰係数を bmaxとかくと，それは bmax=
(l-a)/kによって求めることができる. ここにaは最初の試験のときの発芽歩合， kは
最初と最後の発芽試験を行なった日数の差である.この bmaxは各品種の示し:得る最大可
能な回帰係数であって， このことは供試品種が最終発芽試験以前に 100%の発芽歩合に達
しない場合にはそういうことができる. ここに，各期の発芽試験の成績から得た回帰係数
bは試験期間に進行する休眠解消の度合を示すものとみることもできるから，最初の試験
期における品種の休眠の深さは， bo=bmax-bという回帰係数であらわすことができる.
このboをここでは休眠圧 (Dormancypressure)とよぶこととする.
この休眠圧は発芽歩合そのものともちろん関連があるが，同じ発芽歩合を示すものであ
っても品種によって可なり異なる別の性質である.それで発芽歩合と休眠庄の双方を考慮、
して品種の休眠性程度を評価することは有用であると考えられる.ところで，発芽歩合と
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100 
休眠圧とは負の相闘があるので，発芽歩合(箔〉を休眠庄で、割った数値によって表示する
のが適当であろう.この場合，最初の発芽試験期における理論的な発芽歩合(全期間の試
験結果から推定した収穫10日後の発芽歩合〉か，理論的な平均発芽歩合(全試験結果から
推定した丁度中間期の推定発芽歩合〉の何れを発芽歩合の代表値として用いてもよいが，
第3図に示すように収穫10日後の発芽歩合はごく低いものが多く，変異が著しくかたよ
り，品種間差を十分あらわし得ない場合が多いので，平均の理論発芽歩合を用いる方がよ
いようである.なお，平均発芽歩合o克旨〉を休眠圧で
たよつているのでで、，対数変換を行なつた.このようにして得た数値に対する頻度表に基づ
き，等間隔に 10区分して，各品種の休眠性程度を 1""10の階級に分類することができ
た.附表1には第2実験に用いた全品種の休眠性程度が産地別に示されている.なお，第
5表にはこれら 10群の品種における収穫後 10日および平均の理論発芽歩合の変異幅と，
第 5表 第2実験A(1ficC貯蔵区〕の結果によって分級した品種群の
収穫後10日および平均の理論発芽歩合の変異幅と，実際に
見出された回帰係数および休眠庄の変異幅
程休眠性度 1発0日芽後%の歩理論合 理論(平62均.5%発日事後F歩〉合 実際の回帰係数 休 眠 圧
b (b.) 
1 o ~ 8 o~ 8 o. ∞~0.12 0.83~0.95 
2 O.fi~ 12 10~ 20 o. ∞~0.22 0.70~0.86 
3 1 ~ 20 16~ 29 0.01~0.49 0.4fi~0.78 
4 0.2~ 36 2fi~ 46 0.1ト-0.62 0.31~.57 
5 O. 2~ 65 30~ 66 0.02~0.69 0.16~0.40 
6 2 ~ 80 44~ 82 0.03~0.80 0.13~0.21 
7 4 ~ 89 48~ 89 O. ∞~0.85 0.Ofi~0.13 
8 34~ 94 64~ 94 O. ∞~0.58 0.01~0.06 
9 23~ 97 61~ 98 0.01~0. 75 0.01~0.03 
10 29~1∞ 73~100 O. ∞~1.03 0.01 
実際に見出された回帰係数(発芽歩合の上昇率〉および休眠庄の変異幅とが示されてい
る.この表によると，理論平均発芽歩合と休眠圧を用いた場合，品種の休眠性程度が可な
り適切に分級されうることが明らかに認められるであろう.
4. 種子の貯蔵温度と休眠
既述のように第2実験では 150Cで貯蔵した材料を用いた試験と平行して， 300Cおよ
び350Cに貯蔵した材料についても試験を行なった. しかし，これらの高温貯蔵試験は施
行の時期も貯蔵期間も異なるので両結果を直接比較することはできない. それゆえ 300C
試験 (B)と350C試験 (C)の実施期間におけるそれぞれの 1日当り発芽歩合 b，とそ
れらに対応する 150C試験 (A)における 1日当り発芽歩合 bzを比較して貯蔵温度の休
眠に及ぼす影響をしらベた.なお，高温貯蔵試験開始前 150Cですでに 95%以上の発芽歩
合を示した品種は試験を行なわなかった.
第4図には結果を簡明に表示するため， 供試品種を既述の 1"" 10の休眠性階級にわけ，
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各級の品種の平均の回帰係数を示した. そして，高温区と 150C区との差を棒グラフであ
らわしておいた.この図から次のことが指摘できる.
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休眠性階級別大麦品績種子を収穫後40日に 350C
で，また70日後に300Cで貯蔵した場合の発芽歩
合の日平均上昇率 (b)と対照 150C貯蔵区との
比較， 但し，点彩の篠グラフは300Cとまた白線
グラフは35。区と対応する 150C区との差を示す.
1 
第4図
1) 150 Cで貯蔵した場合一般に休眠の消失は徐々にしか進行せず， さきにも述べたよ
うに(第2図)，とくに高度休眠性のものほどその傾向が強い.なお収穫70日後の材料の
方が40日後の材料よりも一般に回帰係数は若干大きく，この温度における休眠消失は貯
蔵後の日数が長くなるほど僅かながら大きいことを示している.
2)これに反して高温貯蔵すると種子は急速に休眠性を失う.そして， 300Cおよび
350C貯蔵の何れの場合でも回帰係数は概して休眠程度の高い品種ほど大きく，浅い品種
になるほど順次に小さくなる.これは高温によってたいていの品種が45日あるいは30日
という短期間にほとんど休眠性を失い，休眠圧が一様に低下してしまうことを意味する.
しかし高温に曝しても休眠がなかなか消去されない例外的な品種が若干ある.印度の4つ
の皮麦品種やトルコ，中国の品種のいくつかはこれに属する.このような例外品種は階級
1， 2の中に主としてふくまれるため，それらの階級の平均回帰係数が階級3のそれより
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も僅かながら低くなるという結果をもたらしている.
3)休眠消失は300Cよりも 350Cで貯蔵した場合はるかに早い. そして俸グラフで示
したように， 休眠性の階級3-7の群では350Cと300C貯蔵区の回帰係数の差はおよそ
0.8 (1日当り 0.8%)で， 大体一定している. 温度処理の時期が異なるため十分の推測
はできないが， この違いは貯蔵温度が50Cあがった効果とみなしうるかも知れない. な
お，印度産のすべての供試品種やその他の1， 2の品種は. 350Cよりも 300C貯蔵で回帰
係数が大きかった.このような例外的行動をとる品種についての将来の研究は休眠性につ
いて，より深い洞察をうる上に役立つだろう.
1966年に行なった第1実験では収種後の種子を室温で貯蔵しておいて発芽試験を実施
した.この期間の室温は測定しなかったが，外気温(午前9時〉は6月初めから7月終りま
での聞に大体150Cから270Cにまでほぼ直線的に上昇し，その後9月のはじめまで270C
程度で、あった.上の実験結果が示すように，貯蔵温度が種子の休眠性に強い影響を与える
ことからみて，おそらく変化する温度条件で貯蔵した場合にはそれ独自の形で休眠性消去
が進行するものであろう.したがって，このような室内貯蔵材料を用いた実験結果を恒温
貯蔵のものを用いた場合と一緒にして論じることは困難である.
池橋(1967.1968)はイネ種子の休眠性が登熱中の温度の高低によってかなりの影響を
うけ，また収穫後低温で貯蔵した場合には，ほとんど休眠が失われないことを示した.こ
のことはおそらく大麦や小麦種子の場合にもあてはまるであろう. したがって，品種の休
眠性をしらべるに当っては，少なくとも収穫後の貯蔵温度を一定にして試験する必要があ
り，またこのようにすれば，試験地や年次の異なる試験結果もー絡にして品種の休眠性程
度をきめ得るかも知れない. さらに， 材料を低温貯蔵しておいて試験を同時に， あるい
は，ある一つの研究室に集めて実施できるかも知れない.このような点について今後くわ
しく研究を行なうことは多くの品種の休眠性評価方法確立の上に有用であろう.
5. 種子休眠性の地域間差異および2.3の形質との関係
第6表には世界各地域別に品種種子の休眠性程度が示されている.この結果によると，
中国本土，印度およびトルコの品種には高度の休眠性を持つ品種が多く，エチオピアの品
種は例外なくほとんど休眠性を示さないことがわかる.また，その他の地域のものは大体
これらの中間である. 日本の品種は韓国のものより僅かに休眠性が深いようである. な
お，若干の例外もあるが， 裸麦の方が皮麦よりも休眠程度が低<. とくにチベット， ネ
パールの裸麦はエチオピアの皮麦と同様にほとんど休眠性を示きない. Harlan (1968) 
によると，エチオピアの大麦がほとんど種子休眠性をもたないのは，これらがビール醸造
に用いられるためである.日本のピール麦は成城 17号を除き， 休眠性程度は低いが，欧
州の二条大麦は必ずしもそうでなく， トルコの二条大麦は高度の休眠性をもっており，条
性と種子休眠性との聞にはとくに関連がない.
次に，第7表によって， 日本の地方別品種種子の休眠性程度を比較してみると，北海道
と東北に休眠性の低いものが多い傾向があるが，関東以南の地域の聞では余りはっきりし
た差が認められない.これはすでに山本 (1950)によって報告されたとおりである.また
同じ表によって，韓国における状況をみると，北から南へ下るにしたがし、僅かながら休眠
の深い品種が多くなる傾向が認められ. ....とに慶尚南道，全羅南，北道の品種は北方の地
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世界の各地域別品種径子の休眠性程度(第2実験Aの結果による〉第 6表
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日本と線国品種の地方別種子休眠性程度第 7表
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北海道一 一 一 1
東 北一一 2 4 1 
関 東一 2 3 2 1 
中 部ー 2 2 3 6 
近 後 1 1 - 3 2 
中国 1 - 2 1 1 
四 国一一 1 1 1 
九州 1123112
新品種 一 一 4 3 - 2 2 一一
成銑平安道一一一 2 ー 1 2 一一
黄海，江原道 一 1 - 2 3 
京畿道一一一 1 1 
忠清道一一 1 1 3 
慶尚北道 1 一一 2 1 
慶尚南道一 2 3 2 
全緩北道一一 3 1 
全羅南道一 1 4 2 
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域のものより明らかに休眠性が高い.
以上のように大麦品種の種子の休眠性について可なり明瞭な地域差が認められた.そし
て，それは自然および人為条件への適応の結果とみることは困難ではない.'しかし休眠
性に関連あると思われる要因は数多く，かつ入りくんでいるため，いまのところ各要因と
休眠性とを関係づけることはむずかしい.
日本や韓国の北方地域，満州，チベット，エチオピアなどには高度春播性品種が栽培さ
れ，それらはたいてい種子休眠性が低い.しかし， トルコや印度の高度春播性品種は深い
休眠性を示し，播性程度と休眠性とを直接関連づけることはできない.なお，品種の出穂
期の早晩と休眠性との相関を計算したが， その係数は +0.22であって余り関係があると
はいえないようである.
要 約
世界各地域の大麦品種の種子休眠性程度を明らかにする目的で 1966および 1968の両年
にわたり，約450の品種を用い実験を行なった.そして， 1968年の試験結果を用い，品種
の休眠性程度の評価方法や収穫後の種子の貯蔵温度の休眠に及ぼす影響などについて検討
した.結果の大要は次の如くである.
1 )収穫後間もない大麦種子は発芽歩合の多少のみならず，発芽歩合上昇率についても
著しい品種間差異があるから，この両者を考慮して品種の休眠性程度を決めるのが適当と
考えられた.この場合，恒温で貯蔵すると発芽歩合はほぼ直線的に上昇するから，上昇率
は直線回帰係数で示される.この回帰係数bは休眠消失の速さと同時に，試験当初の発芽
歩合の多少によってきまる.それゆえ，ある品種の試験当初の発芽歩合に応じて，試験期
間の終りに発芽率100%に達しうるための最大の増加率 bmaxから，実際に得られた発芽
上昇率bを差引いた価b。をその品種の休眠の深さを示す尺度(休眠圧〉と考えることが
できる.そこで，150Cの恒温貯蔵の材料を用い採種後10日から 115日にわたり，数回の
発芽試験を行なって得た結果を利用し 各品種のこの期間中の平均の発芽歩合を休眠圧
b.で、割った商の大きさに基いて，休眠性程度をきめることを試みた.そして，この試験に
用いた289品種を休眠性について 10の階般に分類し，結果を附表1に示した.
2)休眠性は収穫後の種子の貯蔵温度に著しく影響される.高温になればなるほど休眠
消失は速かに行なわれる.そして， 300Cや350Cで貯蔵した場合には，若干の例外品種が
あるが，一般に150C貯蔵で平均発芽歩合の低い品種ほど発芽歩合上昇率は大きくなる.
これに反し， 150Cで貯蔵したものでは，平均発芽歩合が50---60%以下のものでは，発芽
歩合の低い品種ほど発芽歩合上昇率も小さい傾向があるく第2図).
3)中国本土，印度およびトルコの品種中には，高度の休眠性を持つものが多く，エチ
オピアの品種は例外なくほとんど休眠性をもたない.日本や韓国その他の地続の品種はそ
れらの中聞の程度のものが多い.また緯国では北から南へゆくにしたがい僅かながら休眠
程度の深い品種が多くなる傾向がみとめられた.
4)例外もあるが，裸麦は皮麦より僅かながら休眠が浅い傾向がある. しかし，休眠性
と条性，出穂の早晩，春，秋播性との聞には密接な関係は見出されない.
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ト Fレコ
欧 露
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印 度
ネパール
ト Fレコ
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附表 1 各品種の休眠性程度一覧表
*印は裸麦
程 度 1 C最高度の休眠性)
自大麦(兵庫) 早生坊主〈岡山〉二月子〈鹿児島) 細稗1号
皮麦2C軍威)
満州2号
陽新2 保安鎮1 大公館ー守家橋2 九江池州一般家涯3 新安庖2 焦荘5
C-140 
1471CKatmandu) 
2∞2 2101 2695 
露10号
程度 2
坊主1号(栃木) 関取〈長野〉 足柄早生(神奈川) 谷風105号(岐阜)
倍取1号(京都) 大般(長崎〉 台南(台湾) 在来1号(台湾〉
皮麦6C裏陽) 提J115号 1C昌原) *裸麦1C勿禁) *裸麦1C麗光〉
白沙一大冶3 *大冶10
C. 84 Dhaiwadi 
1593CTerai) 1530CNgyak) 
2110 2印7
Rumanian 20 Krasnodar 1920 
程度 3
宮城123号(宮城) 会津1号(福島) 水府(茨城) 白麦六号(税馬) 金玉(東京)
竹林(神奈川) 石川!珍子(石川1) 緑内関取2C静岡) 在来短芭(岡山) 倍取11号
(広島)交野(佐賀〉 アズマムギユキワリムギ成域17号 ホ改良坊主麦(愛媛)
市早生裸(鹿児島〉 本ミナミハダカ $ヤマテハダカ
縛 国 皮麦4C大JlI)皮麦5C馬山)三徳1C白山)皮麦1C光陽〉皮変8C宝竣〉
皮麦3C霊厳) 救裸麦1C辰橋) *裸麦3C南海) *鬼練(東山) *裸麦3C金堤)
*裸麦 1C鶴橋)
満 州 在来1号(熊岳域)奉天省新民
中国本土 浦口 2 流斯橋2 荻田橋2 .邸州4 李村在来1 *影沢2 *上海1*上海4
*保安鎮4 *白沙舗2 *大冶4 . 郷州三叉 1
トルコ 2148 2163 2187 2324 2392 2708 2765 
欧・露露 56号ロシヤ41118
程度 4
日 本 穂揃〈宮船奥羽3号(秩図〉三月〈山形〉宮城六角2号(福島〉三徳〈千葉〉
八石〈福井) 静岡自六角1号(静岡) 倍取15号〈三重) 八石(熊本) フタムギ
スナジムギ事紫裸〈北海道) ホ豊年(群馬) *ー 早生〈愛知) ホ白米1号(奈良)
傘神力麦(和歌山)事コピγカタギ(岡山) ホ屋根裸2号〈愛緩) ホ島原裸(長崎)
*小織1号(宮崎)場ナカテハダカ
鱒 国 春播鐘狗尾麦皮麦3C成従)皮麦4C洪}II)皮麦1C白JI) チュ γボリ在来
(竹山) トγポリ(鳥致院〉 皮麦1C庖村) 皮麦4C侠}II) 皮愛5C威陽)
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皮麦4(谷城〕 皮麦2(威平〕 市裸麦2(栄州〕 滞在来自(鴻巣試)
満 州三江省宮錦
中国本土 芦台大変申新屋拘1 '"木石港1 '"金牛鎖2 市常州2 ホ焦荘2
印度 Rewari 市A.222
トルコ 2434 2461 2566 
欧・露 Erectoides13 露 28号 HeySpecia1 
程度 5
日 本 半坊主(山形)万力(群馬〕善光寺(新潟〕大六角22号(山梨〕雷電(長野〕
信濃1号(長野〕 魁(愛知) 市白胴6号(三重〕 刊、首1号(京都) '"白珍子(広島〕
$珍子回号(徳島) '"大分鎗(大分〕
車 国 寧越六角1(江陵)ユンモポリl(沙里院〕皮麦1(盆津〕皮麦3(貰澗〕
皮麦7(礼山〉 倍取1(光州〉 皮麦2(高与) '"練麦(利JID 本ザルポリ 1(大郎〉
'鬼裸2(芙葱) 事裸麦3(錦山) '"熊本N4(光山〉
満 州 奉天白〈克山〕浜江省総陵
中国本土 $上海7
ネパール 1656(Keronja) 1662(Sikha) 
トルコ 27322782 
欧 ・ 露露59号独64号露66号クライヮ γッ
程度 6
日 本 虎の尾埼1号(埼玉〕 早木曾3号(島根〕 ハクトムギ剣吉3号$白珍子(静岡}
吻滋賀早生裸6号(滋賀〕 町、玉13号(和歌山〕 本岡山練2号(岡山) 市御堀裸3号
(山口) 市宮崎裸(宮崎〉 市アヤメハダカ
韓 国 在来白(平北試〕 宮ルボリ(水原〉水原4号〈水原〉 枕眉(水原〉 トンボリ(泰安〉
水原6号1(尚fl) 皮麦2(浦項) 堤JI5号(河陽〉 三徳全北45号(全北試〕
皮麦3(宝滅) '"裸麦1(報恩〉 ホ裸麦2(成歓) '"裸麦(澗JID キ裸麦5(輿街、)
満 州三河三盆河 1881-3 
中国本土 $黒犬貢
欧. ~喜Betzes & Olze St.XIII 露40号
程度 7
日 本 Pamir 3号(台湾〉 原町 モラピヤ(北海道) '"栄域機(佐賀) '"白麦8号(鹿児島〉
事ュウナギハダカ *ツクパハダカ
樟 国 鋭滅六角(清津〉長端在来3(素砂)皮変3(海美)皮麦2(礼山)
'在来自皮(平南試) ・練麦3(山清〉
中国本土 *大冶1
ネパー Jレ "'1605(Chame) 
トルコ 2343
欧 ・ 露 Imperial(英) Adliker(スイス) Lonhi(フイ γラYド) Bohemian(オーストリア)
程度 8
日 本 札幌六角〈北海道)
車 国 電算館六角〈水原〉水原18号(鹿北試〉皮麦9C尚州〉
中国本土 *大治7
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欧 ・ 露Bavarian
zチオピア 4023 4104 4223 44∞4484 4520 
程 度 s 
日 本 事修太在来〈織太〉 隆羽2号〈秋田〉 関東晩生ゴー .ル 京都中生
章 国 皮麦2(信JlD 堤JI15号3(慶州) *裸麦4(大JID
満 州 佳木斯
中国本土 吋ヒ京米大変
ネパール 本15'∞(Chame)
エチオピア 4059 4277 4394 4478 *4122 *4131 *4158 
程度 10
日 本 伊達2号(北海道〕奴関東二条2号事会津裸3号(福島〉事大石49号(高知〕
韓 国 安辺在来〈威南試〕豊山在来〈威南試)富輿(水原〉皮麦4(天安、皮麦2(笠浦〉
水原1(慶山) 皮麦2(守山〕 場練麦6(亀繍)
満 州 木蘭公主嶺ゴールデγ
チベット ホviolaceumSh (10) 匂oelestaSe (4) ホtibetanumSl (7) 
ネパール 1383(Bimtakothi) *1509(Thonje) *1537(Prok) *1625(Sikha) 市1686(Jomoson)
トル:t 2090 
欧・露 金独(ドイツ)市露7号
エチオピア 4107 4361 取4035 *4170 *4173 *4182 
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